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研究成果の概要： 
 親潮域の動物プランクトンの多くは春季珪藻ブルームに依存して再生産・成長するが、餌環

境変動が動物プランクトン個体群に与える影響の詳細は不明である。本研究はカイアシ類

Eucalanus bungii の休眠覚醒・産卵・卵孵化に体内蓄積脂質の代謝と摂餌による珪藻由来の

必須脂肪酸摂取が重要な要因であることを示し、珪藻ブルームのタイミングと規模が本種の

再生産の鍵を握っていることを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
動物プランクトンの生産は、魚類生産や、生
物ポンプによる炭素鉛直輸送に大きな影響
を与える。近年、長期時系列試料の解析によ
って、動物プランクトン生物量は海洋環境変
動と、これに起因する植物プランクトンによ
る基礎生産量変動に関連していることが知
られるようになってきた。一方で、植物プラ
ンクトン群集の主要構成群である珪藻類が
動物プランクトンの卵生産や発生を阻害す
る現象や、個々の植物プランクトン種・細胞
に含まれる脂肪酸やアミノ酸組成など特定
の栄養素や化学成分が卵生産や成長を促進

するという現象が報告されている。すなわち
動物プランクトン生産変動要因を明らかに
するためには、餌環境を量と質の両面から評
価するとともに、その変動が動物プランクト
ン各生産過程（加入・成長・生残）の、どの
部分にどのような影響を与えているのかに
ついて明らかにすることが必要不可欠であ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、毎年春季に珪藻を中心とした
ブルームが発生し、これに依存して再生産を
行う大型カイアシ類が卓越する親潮域にお
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いて、餌料環境変動がカイアシ類個体群の加
入・成長・生残に与える影響を明らかにする
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究は親潮域カイアシ類群集に優占し、春
季 ブ ル ー ム を 利 用 し 、 再 生 産 を 行 う
Eucalanus bungii をモデルとして、現場調査
と飼育実験・化学分析を柱とする。 
 現場観測は親潮域の複数点においてブル
ーム開始前から終期（３月から７月）にわた
り、研究船による複数回の現場調査を行い、
主要カイアシ類各種の鉛直・水平分布と餌料
環境（種組成・化学組成）との対応を明らか
にする。また飼育実験（摂餌速度、摂餌選択
性、卵生産、孵化率、代謝速度）および化学
的分析によって、餌料環境と加入量および各
発育段階個体の生理状態との関係を明らか
にする。これらの結果を総合的に解析し、餌
料環境変化が動物プランクトンの生産に与
える影響および魚類等水産資源変動に与え
る影響を明らかにする。 
 
４．研究成果 

 E. bungiiの再生産開始のタイミングは春

季ブルームに依存していた。産卵開始には表

層出現後、体内油球（脂質）のサイズ（直径

）が体長の３．８％以上に達する必要がある

ことが示された。化学分析の結果、摂餌およ

び蓄積脂質の変換を通じて体内にリン脂質

を蓄積することが産卵開始の必須条件であ

ることが明らかとなった。産卵開始後の卵生

産は原則として現場の植物プランクトン量

に依存していたが、現場での孵化成功率は０

−８０％の間で大きく変動した。孵化成功率

を下げる要因として、１）異常卵産卵、２）

非孵化卵産卵、３）奇形幼体孵化、の３つが

認められた。このうち、１）の発生率は雌成

体および卵のリン脂質量と、２）の発生率は

卵のトリアシルグリセロール（TAG）中に含

まれるEPA量と有意な負の相関を示した。雌

体内および卵中のリン脂質量は現場餌環境

のリン脂質濃度とは相関が認められず、摂餌

開始前より体内濃度が増加していたことか

ら、雌体内で他の脂質クラスや摂食物を利用

して生合成されるものと推定された。一方、

TAG中のEPAは、珪藻由来の脂肪酸であり摂餌

によって取り入れられた後、雌体内で卵中の

TAGに分配されていると考えられた。一方、

奇形幼生出現率は、今回測定した環境要因と

直接の因果関係は見いだせず、珪藻由来アル

デヒドなどの発生阻害物質が関与している

可能性を考慮する必要があると考えられた。

これらの結果は、本種の休眠覚醒から産卵開

始・卵孵化成功に至る過程において、体内蓄

積脂質の代謝と摂餌による珪藻由来の必須

脂肪酸摂取が重要な要因であることを示し、

親潮域春季珪藻ブルームのタイミングと規

模が本種の再生産の鍵を握っていることを

示唆している。 
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